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議場で行う質問を通じ、社会の課題を明らかにし、
県の取り組みを求めていきます。
「誰一人取り残さない」社会になるよう頑張りま
す。
【２月議会での質問】
１ 労働力不足について
２ 県庁における人員確保について
３ 指定管理者制度で働く人の労働条件向上につ
いて
４ 孤独・孤立対策推進法について
５ 災害対策、消防体制について
６ 再造林等環境問題について
７ PFASについて
８ 食料・農業・農村基本法改正について
９ 障害者福祉の課題
10 社会的養育について

県
議
会
録
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

3月14日、2月議会の閉会日、議案等の採決が

行われました。その際に、「ガザの即時停戦のため

の意見書の提出を求める請願」「政府に刑事訴訟

法の再審規定改正を求める請願」に不採択と判断

する議員が多数となる見通しとなったため、私達立

憲民主党の県議会議員は、これは採択していくべ

きだと論陣を張ることとなりました。

「請願」は、ご存じのように県民の方が思いをし

たためて、議会に行動を働きかける制度。今回、

『ガザに平和を求める』という請願と『再審規定の

改正を求める』請願は、全国でも多くの議会で決

議されており、当然に宮崎県議会でも可決される

（請願は「採択」と表現されます）と思っていたので

すが、なんと、不採択という結果になりました。私達

は、『ガザの現状、子どもを含め毎日戦争で命を落

としている。今こそ私達は地方から、戦争をやめよ！

と声を上げる事に躊躇してはならない！！』『えん罪

で人生が変えられてしまう。検察がいたずらに手続

きを長引かせているのは人権上問題

です！』と壇上から訴えたのですが、こ

のような結果で残念でなりません。

私は、これからも歯を食いしばって、まともな政治

を取り戻し、世界で起きている戦争に反対し、平和

で福祉の充実した社会を求めて活動していきます。

人の温情を互いに感じ合い、助け合う社会を取り

戻すため活動していきます。

引き続きのご理解とご支援をお願いします。

岩切たつやの２月議会報告です。 〈号外〉



☆
質
問
☆
（
県
職
員
の
採
用
状
況
）

Ｒ
６
年
度
の
県
職
員
の
採
用
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

☆
答
弁
☆
（
総
務
部
長
）
採
用
予
定
者

数
に
つ
い
て
、
大
卒
程
度
１
６
４
人
に

対
し
１
４
８
人
、
高
卒
程
度
４
０
人
に

対
し
３
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

☆
質
問
☆
（
若
手
職
員
の
退
職
）

知
事
部
局
で
採
用
後
、
数
年
で
退
職
す

る
者
が
い
る
。
異
動
で
の
引
っ
越
し
や

長
距
離
通
勤
は
嫌
だ
と
い
う

声
。
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

☆
答
弁
☆
（
総
務
部
長
）
近
年
、
若
手

職
員
に
一
定
数
の
退
職
者
が
生
じ
て
い

る
。
重
要
な
課
題
だ
。
健
康
上
の
理
由

や
転
職
な
ど
理
由
は
様
々
だ
が
、
や
り

が
い
を
持
ち
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を

整
え
、
悩
み
の
相
談
に
応
じ
る
対
策
を

し
て
い
る
。
地
域
限
定
採
用
な
ど
も
研

究
を
進
め
た
い
。

☆
私
の
思
い
☆

必
要
な
人
員
が
確
保
で

き
な
い
た
め
、
現
場
で
は
人
手
不
足
感
が

強
く
、
一
人
ひ
と
り
の
負
担
感
が
増
し
て

い
ま
す
。
欠
員
補
充
も
出
来
な
い
状
況
で

働
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
県
庁
が
嫌
に
な

っ
て
早
期
退
職
す
る
若
手
職
員
も
い
ま

す
。
悪
循
環
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん

☆
質
問
☆
（
孤
立
孤
独
へ
の
対
策
）

孤
立
孤
独
対
策
推
進
法
が
施
行
さ
れ
る

が
、
宮
崎
県
の
取
り
組
み
は
い
か
が
。

６
５
歳
以
上
人
口
が
増
加
し
、
単
身
世

帯
も
増
加
し
て
い
く
。
様
々
な
課
題
が

生
じ
る
が
対
策
は
。

☆
答
弁
☆
（
福
祉
保
健
部
長
）
当
事
者

に
は
様
々
な
背
景
が
あ
り
、
複
雑
な
課

題
も
あ
る
こ
と
か
ら
多
様
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
。
市
町
村
、
福
祉
団
体
と
連

携
し
、
福
祉
以
外
の
分
野
も
含
め
対
策

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
身
寄
り
が
無

い
単
身
者
は
、
施
設
入
所
な
ど
の
身
元

保
証
の
課
題
、
死
亡
後
の
財
産
整
理
な

ど
多
様
な
課
題
が
あ
る
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
担
い
手
を

育
成
し
て
い
き
た
い
。

☆
質
問
☆
（
社
会
的
養
育
の
課
題
）

虐
待
死
が
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
深

刻
な
状
況
は
続
い
て
い
る
。
宮
崎
県
の

社
会
的
養
育
の
課
題
に
つ
い
て
知
事
の

認
識
を
伺
い
た
い
。

☆
答
弁
☆
（
知
事
）
社
会
的
養
育
は
里

親
委
託
を
優
先
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ

て
い
る
。
施
設
養
育
も
出
来
る
限
り
家

庭
的
な
環
境
と
な
る
よ
う
、
小
規
模
化

を
推
進
し
て
い
る
。
社
会
的
養
育
推
進

計
画
に
沿
っ
て
、
保
護
を
要
す
る
子
ど

も
の
最
善
の
利
益
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

上
京
の
際
に
国
会
を

見
学
。
こ
の
場
所
に

引
き
続
き
渡
辺
創
を

送
り
出
し
て
い
こ
う

と
決
意
し
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
全
国
大

会
に
出
席
し
て
き
ま

し
た
。
日
本
中
の
熱

い
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
い
ま
す

国際女性デー街宣活動を若い皆さんと。

１月５日初競り式に出席。

寒い中でも街頭で。

岩切たつやの２月議会報告です。 〈号外〉

２
月
議
会
で
質
問
に
登
壇
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
口
減
少

に
伴
っ
て
社
会
の
活
力
が
失
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
政
治
と
行

政
が
力
を
合
わ
せ
て
努
力
す
る
時

代
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
働
く
者
の

立
場
を
守
り
、
社
会
保
障
の
充
実
、

平
和
な
社
会
を
守
り
、
そ
し
て
全

て
の
子
ど
も
ら
に
、
幸
福
な
未
来

が
あ
る
よ
う
に
祈
る
と
同
時
に
、

行
動
し
て
い
き
ま
す
。

様

々

な

課

題

を
取
り
上
げ
て
、

県
民
福
祉
の
向
上

に
寄
与
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
、
県
政

に
対

す

る

ご
意

見
、
ご
要
望
を
お

聞

か
せ
く
だ

さ

い
。

ホームページ
QRコードです

私
の
質
問
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。


